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シ
リ
ー
ズ
「
那
須
塩
原
市
の
下
水
道
」　
【
第
１
回
】

下水道が
無いと…

下水道マスコットキャラクター
　　　　　　　「スイスイ」

家庭や工場から出た汚水を集める

◆次回の「那須塩原市の下水道」は、
　下水道管やマンホールについてお知らせします。

詳しくは市
ホームページ
を見てね

いろいろな感
染症が発生す
ることも…

下水道のある生活

下
水
道
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

皆
さ
ん
は
、
下
水
道
と
言
っ
た
ら

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
か
。

　
ト
イ
レ
や
お
風
呂
、
台
所
の
使
い
終

わ
っ
た
水
が
流
れ
て
い
て
汚
い
イ
メ
ー

ジ
？ 

そ
れ
と
も
、
い
つ
も
ど
こ
か
で

工
事
を
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
？ 

も
し
か
し
た
ら
「
下
水
道
を
使
っ
て
い

な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
市
内
で
は
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
い
る
地
域
は
約
55
％
で
す
が
、
下

水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
地
域
の
皆
さ

ん
に
も
関
わ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
下
水
道
の
し

く
み
や
制
度
、
こ
れ
か
ら
の
下
水
道
が

皆
さ
ん
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
下
水
道
の
こ
と
を
６
回
に
渡
り

紹
介
し
ま
す
。

▶問い合わせ
　西下水道課
　☎0287（37）8479

◆
下
水
道
の
役
割

　
～
環
境
を
守
り
、

　
　
　
　
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
に
～

　
下
水
道
は
、
工
場
や
お
店
、
皆
さ
ん

の
生
活
の
中
か
ら
出
た
汚
水
を
集
め

て
、
き
れ
い
な
水
に
戻
す
こ
と
が
役
目

で
す
。
汚
水
は
、
地
中
に
埋
め
ら
れ
た

下
水
道
を
通
っ
て
集
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
皆
さ
ん
が
普
段
目
に
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
下
水
道
の
よ
う
な
汚
水
を
処

◆
ど
こ
で
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に

　
し
て
い
る
の
（
処
理
区
域
）

　
現
在
、
市
内
で
出
た
排
水
は
３
カ
所

の
施
設
で
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

　
黒
磯
市
街
地
と
板
室・高
林
地
区
は
、

黒
磯
水
処
理
セ
ン
タ
ー
。
塩
原
温
泉
街

◆
市
内
の
下
水
道
の

　
　
　
　
　
整
備
状
況
と
こ
れ
か
ら

　

市
内
で
整
備
さ
れ
て
い
る
下
水
道

は
、
面
積
約
２
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

総
延
長
約
５
０
０
㎞
。
市
内
の
下
水
道

管
を
全
て
一
直
線
に
つ
な
ぐ
と
、
本
市

か
ら
神
戸
市
ま
で
の
距
離
に
相
当
し
、

約
６
万
５
千
人
が
下
水
道
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
の
計
画
で
は
、
平
成
33
年
度
ま
で

に
７
万
４
千
人
が
下
水
道
を
使
え
る
よ

う
に
、新
た
に
５
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　下水道は、整備しただけでは力を発揮
できないんだ。みんなに使ってもらって、
初めて力を発揮することができる施設な
んだよ。
　現在、下水道は通っているけどまだ接
続していない人や、下水道がつながって
いない地域でも、今後下水道を使えるよ
うになった時は早めに接続してね。

◆
ど
う
や
っ
て
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
な

　
水
に
す
る
の
？

　
汚
水
を
下
水
道
に
流
し
た
だ
け
で
は

水
は
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。
下
水
道

は
、
汚
水
を
き
れ
い
な
水
に
戻
す
処
理

場
へ
運
ぶ
た
め
の
道
路
な
の
で
す
。

　
処
理
場
へ
着
い
た
汚
水
は
、
ゴ
ミ
を

取
り
除
い
た
あ
と
、
微
生
物
に
よ
り
分

理
す
る
施
設
が
無
く
、
汚
水
を
そ
の
ま

ま
道
路
の
側
溝
や
川
に
流
し
た
ら
ど
う

な
る
か
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
街
中
に
は
悪
臭
が
満
ち
、
蚊
や
ハ
エ

な
ど
多
く
の
害
虫
が
発
生
し
、
と
て
も

不
潔
で
不
快
な
暮
ら
し
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
汚
水
が
川
に
流
れ
込

む
と
水
質
の
汚
だ
く
が
進
み
、
生
き
物

が
す
め
な
い
川
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
下
水
道
は
、
快
適
で
清
潔
な
暮
ら
し

や
、
本
市
の
美
し
い
自
然
を
守
る
た
め

に
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

解
さ
れ
て
、
水
と
汚
泥
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
水
は
、
最
終
的
に
消
毒
し
て
か
ら

川
に
放
流
し
ま
す
。
汚
泥
は
、
主
に
県

の
資
源
化
工
場
へ
運
ば
れ
、
資
源
と
し

て
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
現
在
は
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影

　
響
で
、
汚
泥
は
一
部
の
み
有
効
活
用

　
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
役
割
と
し
く
み

本
市
の
下
水
道
の
状
況

は
、
塩
原
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し

て
い
ま
す
。
こ
の
２
カ
所
は
市
の
施
設

で
す
。

　
そ
し
て
、
東
那
須
野
地
区
、
西
那
須

野
地
区
、
関
谷
・
接
骨
木
地
区
の
排
水

を
処
理
し
て
い
る
の
が
、
県
の
施
設
の

北
那
須
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。

きれいな水に戻るまで

生活排水
マンホール ポンプ場

工場など

沈砂池

汚泥処理施設

反応タンク

最終沈殿池最初沈殿池

消毒設備

汚泥

汚泥

雨水など
➡

➡

➡

➡

➡

➡

大きなゴミや砂
などを取り除く

比較的大き
な浮遊物を
沈殿させる

微生物が汚
れを分解す
る

水と汚泥に
分けられる

水を消毒し
て放流
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臭いや害虫を防ぎ
きれいなまちをつくります

水洗トイレが普及し清潔で快適な
環境をつくります

本市の美しい自然環境を守ります

➡

板室地区

高林地区 黒磯地区

東那須野
地区

接骨木地区

塩原地区

関谷地区

西那須野地区

西
那
須
野
特
環
地
区

 塩原水処理
 センター

北那須流域
公共下水道

塩原公共下水道

※下水道が整備されいる地域で、すでに使用している人の割合（水洗化率） 
　は、90.1%です。

本市の下水道「普及率」　　　　　　　　平成29年3月31日現在

普及率
行政区別 供用開始告示済区域 普及率（%）
人口（人）A 世帯（戸）B 人口（人）C C/A

黒磯地区 61,643 14,462 34,135 55.4%
西那須野地区 48,767 11,585 26,714 54.8%

塩原地区 7,436 1,670 4,048 54.4%
合　　計 117,846 27,717 64,897 55.1%

➡
きれいな水

下水道が力を発揮するには
～下水道への接続のお願い～

 北那須浄化
 センター
 （大田原地内）

 黒磯水処理
 センター

▶

▶

▶
▶

▶

▶

▶

▶

▶ ▶ ▶

箒川

蛇尾川

熊川

那珂川

水質検査

▶▶ 処 理 場

黒磯公共下水道

那須塩原市の
下水道




